

















になると思い、2020 年 11 月 13 日に、「人生後半の心理学 / 生涯









私は 1933 年、昭和 8 年に生まれ、現在は奈良県に在住しています。兵
庫県に生まれ、大阪府から 40 年前奈良に移住しました。1918–1920 年の
3 年間にかけてスペイン風邪のパンデミックが世界をおそいました。私はそ





い、ふと見ると、昭和 8 年の方とあります。数えでいうと、私は 88 歳にな
るらしい。88 歳でパンデミックに遭おうとは、思いもしませんでした。





は 15 億で 1 億人死亡したというのと、5000 万人死亡したというのがあり
ます。30 名に 1 人か 15 名に 1 人が死亡したことになり、感染者も 5 億人
にも上ったといわれ、ほぼ 3 人に 1 人が感染したというのですからその恐
ろしさがわかります。日本では感染者は 2390 万人。1920 年の人口は 5600
万人、約半数に近いですが記事のなかでは半数以上ともなっています。死者
























たところです。武漢からの観光客を 60 名 2 日間にわたり乗せていたバス運



































予防薬を貰いに京都下鴨の E 先生のところに通っていました。次の予約は 3







3 月 11 日、ＷＨＯがパンデミック宣言をしました。私はカトリック信者
です。だから、毎週ミサにゆくのです。そのミサでは多くの人が集まりま
す。体のことも心配でしたが、ミサに行けないのも、辛いことでした。フラ
ンスはその前の 3 月 8 日から公開ミサが中止となっていました。日本はそ
れより、東京大司教の英断は早く 2 月 27 日には公開ミサ中止をきめていま















月 8 日 4,000 人に増え、3 月 22 日からは大聖堂に移りました。3 名のボラ
ンティアさんが映像配信に懸命に取り組んでいました。
3 月 22 日四旬節第 4 主日
四旬節（受難節）第 4 主日は、カトリック教会などでは、司祭の祭服が、
喜びを表すバラ色になります。四旬節の典礼色は悔い改めを表す紫が使われ






























最初は 9 つとおもった。意識は動くらしく、10 個になった。





















てから、45 年、河合先生は一度も夢にでてきませんでした。それと 4 月 19
日はギリシャ正教の復活祭ですというお言葉がありました。



















《4 月 19 日までのこと》
4 月 7 日 緊急事態宣言がでました。4 月 12 日は復活祭であり、柳美里さ






































地域が「警戒区域」として閉ざされた 2011 年 4 月 22 日の前日から原発周














































ター責任者）が「み言葉の祭儀」6）を Zoom と YouTube で配信してくれま
した。Zoom ミーティングによる、み言葉の祭儀は、4 月 5 日の枝の主日（四
旬節初日）から始まりました。み言葉の祭儀を YouTube Live で配信して、
いつでも見られるようにされたのは 5 月 24 日の主の昇天のみ言葉の祭儀か
らです。み言葉の祭儀は日曜日の夜、日本時間 9 時からおこなわれました。
解説が抜群でした。どれだけ、心が耕され、養われていったことか！　毎週
日曜の午後 9 時からの 1 時間は慰めと喜びの日々でした。











































































ている「手作りマスク」を買い求めることでした。1 枚 420 円を 20 枚買い
ました。そのうち少しは作成しているＢ型、Ａ型の人たちの日銭になるから
です。1 枚 50 円くらいかもしれません。しかし、コロナ禍で仕事を失った






























































それはいささか大げさですが、恐怖でした。つぎに基礎体温が 5 月 1 杯



















5 分から 10 分かかりました。テルモは 20 秒でピーッと知らせてくれます。







その後の友達との会話が楽しみでした。そのミサが 3 月 1 日から中止にな


























































ントと産科医会調査で判明していました（9 月 22 日）。実家に帰ったのが 9
月はじめ。父母、弟は勤務しています。感染の危険は毎日あるわけですか
ら、ハラハラしました。10 ヵ月間心配した孫娘の出産が 10 月 14 日。
女の子が出来ました。私は曾祖母となったのです。それは大きな喜びでし














2） 奈良県福祉医療部医療政策局 疾病対策課 HP 資料、2020 年 1 月 28 日配信。URL: 
http://www.pref.nara.jp/item/222663.htm#itemid222663





4） 柳美里『JR 上野駅公園口』河出書房新社、2017 年、あとがきより引用。この作品
は全米図書賞を 2020 年 11 月 19 日（日本時間）に受賞した。






































家の特別な夏　蜘蛛の糸にむらがるエゴ」毎日新聞、東京夕刊 2 頁、2020 年 8 月
24 日。
滝野隆浩 2020：「与謝野晶子の問いかけ」『掃苔記』毎日新聞、東京朝刊 5 頁、2020
年 9 月 27 日。




毎日新聞 2020.8.28.：「日本人の体温の平均は 36 度 6 分から 37 度 2 分」（テルモ、広
報担当者）、『平熱 37 度の人が困っているコロナ社会』。
毎日新聞 2020.9.22.：「妊娠後期症状重く 感染経路家庭内 57% 産科医会調査」。
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An 86-year-old’s Experience 
in the Coronavirus Pandemic
by Naomi TAMATANI
This essay is about a Japanese woman’s experiences in the first part 
of the coronavirus pandemic. The 86-year-old woman, in the eve of life, 
shares her experiences during the pandemic from January to October 
2020. The themes she covers include her worries about health and a new 
awareness of the physical condition of her body, a dream about death, and 
connecting with others of her Catholic faith. For example, though mass 
was cancelled from March 1st, it was broadcasted on YouTube. Further-
more, she explains how she created a Facebook Messenger group to con-
tact and communicate with Catholic friends, and the relief that gave her. 
In particular, she tells how Mr. Shintaro Yuzawa, the head of the Japanese 
Catholic Center of Paris, a member of her group, distributed religious ma-
terials and gave support to the group through a lecture on Zoom and how 
this deepened her faith. Finally, the Japanese blog Ringo Tsuushin (Apple 
Communication) gave her ideas of how to help people in need. One of 
these was “planting apple trees even if the world may end tomorrow”. 
This has inspired her to plant an apple tree for her great-granddaughter 
born in October and other children born during the pandemic.
